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tumor necrosis factor-alpha、monocyte chemotactic protein-1、interferon-1betaの発現
増加を認め、ミゾリビン投与によりされていた。pyroptosis のマーカーである NLRP3 
(nucleotide-binding oligomerization domain, leucine-rich repeat and pyrin 
domain-containing 3), 活性型 caspase-1, TUNEL (terminal deoxynucleotidyl transferase 
dUTP nick end labeling)染色陽性細胞数はアルドステロン持続皮下投与で増加し、ミゾリ
ビン投与で抑制された。 





alpha-smooth muscle actinの発現増加を認めたが、ミゾリビン投与にて抑制された。 
考察 
本研究にてアルドステロン／食塩投与ラットにおける腎障害は caspase-1 活性化に伴う腎
臓の炎症が関与しており、免疫抑制薬ミゾリビンは腎間質の炎症細胞浸潤のみならず、腎
障害と高血圧を抑制することが示唆された。 
過去の研究にて、いくつかの食塩感受性高血圧動物モデルでは腎臓の炎症が関与されるこ
とが示されている。本研究ではアルドステロン刺激により腎臓の ENaC の発現増加と血圧
上昇を認め、ミゾリビン投与によりそれらを抑制することが出来た。アルドステロン／食
塩投与ラットにおいて ENaC発現と高血圧に炎症が関与されることが示唆された。 
結語 
アルドステロン／食塩投与による腎間質への炎症細胞浸潤は caspase-1 の活性化が関与し
ており、免疫抑制薬はアルドステロン／食塩投与で引き起こされる高血圧と腎障害を軽減
することが出来る。 
